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鎌
倉
時
代
に
薪
森
原
一
帯
（
薪

た
き
ぎ

郷ご
う

）
を

領
地
と
し
て
い
た
角つ

の

田だ

弥や

平へ
い

治じ
（
弥
平
次
）

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
以
前
こ
こ
で

紹
介
し
ま
し
た
（
平
成
二
十
九
年
一
・
二

月
号
「
美
作
角
田
氏
の
興
亡
」）。

　
角
田
弥
平
治
は
、
後ご

鳥と

羽ば

上じ
ょ
う

皇こ
う

が
鎌

倉
幕
府
の
執し

っ

権け
ん

・
北
条
義
時
の
討
伐
の
た

め
に
兵
を
挙
げ
た
承

じ
ょ
う

久き
ゅ
うの
乱
（
一
二
二
一

年
）
に
幕
府
方
と
し
て
出
陣
し
て
功
績
を

挙
げ
、
恩
賞
と
し
て
も
ら
っ
た
薪
郷
の
地

に
関
東
か
ら
移
住
し
て
き
た
幕
府
の
御
家

人
で
す
。
以
来
角
田
氏
は
代
々
こ
の
地
を

治
め
、
室
町
時
代
に
は
幕
府
の
将
軍
の
家

来
（
奉
公
衆
）
と
し
て
そ
の
名
が
出
て
き

ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
美
作
で
角
田
氏
の

名
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

薪
森
原
に
は
角
田
の
姓
を
刻
ん
だ
江
戸
時

代
前
期
の
自
然
石
の
供
養
碑
が
残
っ
て
お

り
、
角
田
一
族
は
江
戸
時
代
ま
で
薪
郷
に

存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
美
作
の
角
田
氏
に
つ
い
て
は
こ
の
程
度

の
記
録
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
令
和
五

年
三
月
、
福
島
県
会
津
若
松
市
在
住
の
角

田
様
か
ら
「
会
津
の
角
田
氏
の
先
祖
が
美

作
の
角
田
氏
で
あ
る
」
と
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
会
津
の
角
田
様
一
行
は
三
月
末

に
福
島
県
か
ら
来
町
し
、
祖
先
の
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
薪
森
原
一
帯
を
散
策
さ
れ
ま

し
た
が
、
後
日
い
た
だ
い
た
家
系
図
の
写

し
を
拝
見
す
る
と
、
そ
こ
に
は
確
か
に
美

作
の
出
身
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
津
の
角
田
氏
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
平

安
時
代
に
下し

も

総う
さ

国
（
現
茨
城
県
）
で
反
乱

を
起
こ
し
た
平

た
い
ら
の

将ま
さ

門か
ど

を
討
っ
た
藤
原
秀ひ

で

郷さ
と

の
五
男
・
藤
原
干ゆ

き

常つ
ね

の
子
孫
が
安
芸
国

佐
伯
郡
（
現
広
島
市
）
に
移
住
し
、
そ
の

子
孫
・
田
原
助
次
郎
遠
義
が
美
作
国
に
移

住
し
角
田
城
を
築
き
、
そ
れ
以
来
「
角

田
」
姓
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
角
田

助
次
郎
遠
義
を
角
田
氏
の
初
代
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
十
三
代
に
わ
た
り
角
田
城
に

在
住
し
、
南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
）
の

角
田
秀
義
の
代
に
南
朝
方
の
総
大
将
を
務

め
た
新
田
義
貞
に
従
い
、
越え

ち

前ぜ
ん

国
（
現
福

井
県
）
で
新
田
義
貞
が
敗
死
す
る
と
会
津

に
落
ち
延
び
て
同
じ
く
新
田
義
貞
に
属
し

て
い
た
蘆あ

し

名な

直
盛
を
頼
り
、
そ
れ
以
来
会

津
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の

子
孫
は
戦
国
時
代
に
は
会
津
の
大
名
・
蘆

名
盛
氏
に
仕
え
、
最
後
は
蘆
名
氏
に
属
す

る
河か

わ

原ら

田だ

盛
次
に
仕
え
た
角
田
勝
蔵
で
系

図
は
終
わ
り
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九

〇
）
に
書
き
記
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
系
図
に
は
、「
美
作
国
」
と
書
か

れ
て
い
る
だ
け
で
鏡
野
町
の
地
名
は
出
て

き
ま
せ
ん
が
、
美
作
国
内
で
角
田
氏
と
い

え
ば
薪
郷
の
角
田
氏
に
な
り
ま
す
の
で
、

「
角
田
城
」
と
は
、
現
在
の
郷
公
民
館
の

場
所
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
角
田
氏
の
館
跡

の
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
美
作
の
角
田
氏
は
、「
承
久
記
」
等
の

記
述
か
ら
元
は
関
東
地
方
の
武
士
で
、
上か

ず

総さ

国
角つ

の

田だ

郷ご
う

（
千
葉
県
）
の
出
自
で
あ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
会
津
の
系
図
は
安
芸
国
か
ら
移
住
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
系
図
作

成
当
時
に
仕
え
て
い
た
河
原
田
氏
が
藤
原

秀
郷
を
祖
と
す
る
こ
と
か
ら
、
主
家
と
同

族
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
創
作
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
系
図
に

「
角
田
弥
平
治
」
の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、

会
津
移
住
以
前
の
家
系
は
不
明
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
美
作
の
角
田
氏

は
南
北
朝
時
代
は
北
朝
方
に
属
し
、
室
町

時
代
も
幕
府
の
家
来
と
し
て
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
会
津
の
角
田
氏
は
本
家
と
袂た

も
と
を

分
か
ち
南
朝
に
属
し
た
角
田
一
族
の
分
家

と
も
推
測
で
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遠
く
東
北
の
地
に

鏡
野
町
域
を
出
自
と
す
る
一
族
の
子
孫

が
、
中
世
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
歴
史
の
悠
久
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

参
考
：�「
郷
の
村
誌
」
地
方
別
武
将
家
一
覧
Ｈ
Ｐ

協
力
：�

角
田
徹
、
角
田
英
毅
、
河
原
田
宗
興

鏡
野
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
日
下

　
電
話（
０
８
６
８
）５
４-

０
５
７
３

角田助次郎遠義の
記述部分

会津の角田氏家系図

江戸時代の角田氏の
供養碑（薪森原）

2023年12月  24


